
 

 

［成果情報名］流量負荷等の影響を評価できるミルカーのクロー内圧測定装置の開発 

［要約］ミルカーの流量負荷がクロー内圧に及ぼす影響を測定するため、クロー内圧測定装

置を開発する。装置は、流量調整部、模擬乳頭部および記録部で構成され、本装置を用い

た模擬搾乳試験により、ミルカーへの流量負荷によるクロー内圧の変化を正確に測定でき

る。 
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［背景・ねらい］ 

ミルククロー（以下、クロー）内圧は、搾乳時にクローにかかる真空圧のことで、パル

セーターの働きにより、生乳を吸い出す真空圧と搾乳休止期の乳頭マッサージのために真

空圧を遮断している。クロー内圧は、搾乳時の１分間あたりの生乳流量（以下、流量）の

増加に伴い低下するが、クロー内圧が低下しすぎると吸引力が小さくなり、ライナースリ

ップや搾乳時間の延長をきたし、乳頭口を損傷するなど乳房炎発生要因の一つとなる。そ

のため、最大流量時でも 35～42kPa の適正なクロー内圧を維持できるミルカー能力（以下、

搾乳能力）が必要とされる。乳牛に負担をかけず、牛の持つ泌乳能力を発揮できるミルカ

ーの搾乳能力が求められることから、搾乳能力判定にクロー内圧測定は重要である。そこ

で、ミルカーへの流量がクロー内圧に及ぼす影響を正確に測定できるクロー内圧測定装置

を開発する。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．装置は、流量調整部、模擬乳頭部および記録部で構成し（図１左）、本装置を酪農家

に持ち込み模擬搾乳試験を実施する（図１右）。  
 ①流量調整部：流量調整弁と流量センサからなり、流量センサは、流量範囲が 0.5～10L

／分と 0.2～５L／分の二つのタイプを用い、流量は 15 秒毎の移動平均値を表示する。  
 ②模擬乳頭部：模擬乳頭と圧力センサからなり、乳頭部は樹脂製で、先端にクロー内圧

および乳頭直下圧測定のための圧力センサを配置する。  
 ③記録部：記録装置には，タッチ型ペーパレスレコーダーを使用する。 

２．模擬搾乳試験は、搾乳システムを通常の搾乳と同じように稼働させ、測定するミルカ

ーを模擬乳頭に装着し、バケツなどの貯留水を装置に吸引し、流量調節装置で流量を８

→６→４→２→０（kg／分）と調整した水を模擬乳頭からミルカーで吸引することによ

り、負荷流量毎のクロー内圧などを測定する。測定項目は、流量、クロー内圧、乳頭直

下圧およびパルセーションの４項目で、毎秒 20 個のデータを測定・記録する（図２）。 

３．調査事例① 設定真空圧 50kPa では、流量６kg／分のクロー内圧は 37.5kPa であるが、

設定真空圧を 47kPa に下げると、35.2kPa となり適正値（ハイラインパイプラインミルカ

ーの適正値：35kPa 以上）を辛うじて上回る（図３）。 

４．調査事例② 付属機器の影響は、設定真空圧 50kPa で流量６kg／分のクロー内圧は、

接続なしでは 37.4kPa であるが、乳量検知機の接続により 32.5kPa と適正値を下回り、さ

らに乳量検知機と乳量計の両方の接続では、29.3kPa に低下する（図４）。  
５．本装置による模擬搾乳試験で、通常のミルカー点検では把握できない流量負荷による

ミルカーの搾乳能力低下を確認でき、適切な機器整備による乳質改善が可能である。  
 
［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：酪農家 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：兵庫県下 

３．その他：①「ミルカー点検で異常はないが体細胞数が多い」「搾乳時間が長い」など

の問題を抱える酪農家に応用することで、乳質改善に効果が期待できる。 

②市販予定なし、特許取得予定なし 



 

 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （山口悦司、生田健太郎） 

［その他］ 

研究課題名：ミルカーのクロー内圧測定装置および搾乳能力診断技術の開発 

予算区分：県単 

研究期間：2011～2013 年度 

研究担当者：山口悦司、生田健太郎、國東大資、片岡 敏 

発表論文等：山口ら(2015)兵庫農技総セ研報（畜産）、51:15-19 
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図２ クロー内圧測定装置による測定事例  
図３ 設定真空圧の影響 
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図１ 左：クロー内圧測定装置 右：模擬搾乳試験  

図４ 付属機器の接続の影響  

流量調整部 

記録部 

模擬乳頭部 

高さ 550mm 

幅  700mm 

奥行 300mm 

重量 約 20kg 


